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暗所で生育したアズキ 1-朕軸を齢の異なる 4つの部域にわけ， 各部域における細胞壁中のキシログルカ
ン量とその分下電を測定した結果，齢の進んだ部域ほどキシログルカ ン量が少なく .分子量も低下してい
1ーfHI・
ることを見出した。また，齢の進んだ部域より抽Iした細胞壁結合性タンパク質幽分は高いキシログルカ
ン分解酵素活性を持っていること，そして，この酵素活性とキシログルカン量との間に有意な相関が認め
られることを示したの
次に.キシログルカンの分解を引き起こしている解素を特定するため，アズキ上回:納細胞壁より酵素を
抽出し精製を行った結果. 2精類の新規酵素を得ることに成坊し.それらの作用機構と部分アミノ酸配
列を明らかにした。一つの酵素は高分チのキシログルカンを分チ量約5万の大きさの単位に加水分解し
分子量5万以下の品質には作用しなかった。また，オリコe糖が存在するときには，その5万の分解産物を
そのオリゴ糖に転移するというユニークな活性を持つことを見出した。一方， もう一つの商事素は転移作用
を持たず，高分子のキシログルカンをエンド型に分解する活性を持つ新規の加水分解酵素であることを示
した。
以上のように，本論文は.双子葉植物の茎細胞壁のキシロクソレカン分解酵素の特性を明らかにし植物
細胞壁中でのキシログルカン分解機構の酔素水準で・の解明に貢献しており，博士(理学)の学位を授与す
るに値すると審査した。
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